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地域の方などからの
文化財候補の情報収
集を行っている　　

⑤指定に対する
　理解を求める

①文化財指定の
　可否についての
　意見を求める

②文化財指定の
　ための調査依頼　

④意見や提案を
　回答する　　

⑦決定を行い広報紙
　や町HPで周知

⑥合意

所
有
者

　町の文化財に
指定されるまでの流れ

町
教
育
委
員
会

専
門
家

有形文化財
建物、絵画、工芸品など
形として残っているもの

無形文化財
演劇、音楽など、形が

ない伝統ある人の「わざ」

民俗文化財
衣食住、なりわい、信仰

など、人々の伝承で
暮らしの変化を示すもの

記念物
史跡や名勝天然記念物

など、地形や自然で
価値の高いもの

　

文
化
財
と
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
人
々
の
生
活
と
風
土

と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま

れ
、
守
ら
れ
て
き
た
貴
重
な

財
産
で
す
。

　

文
化
財
は
さ
ま
ざ
ま
な
時

代
背
景
、貴
重
さ
な
ど
か
ら
、

い
く
つ
か
の
種
類
に
分
け
ら

れ
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村

で
指
定
を
し
ま
す
。

　

後
志
で
は
１
３
２
件
、
う

ち
国
や
道
で
は
38
件
の
文
化

財
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

倶知安赤坂奴

　赤坂奴は、江戸時代の大名行列で先導役を務めた
者たちの振りの 1 つです。大名が威厳を保つために、
大槍や熊毛などの道具を持ち、その土地の農民など
を雇い、大人数で土地へと入ったことが赤坂奴の始
まりといわれています。

　倶知安赤坂奴では、列を揃えて歩き、足を大きく
振り上げる道中用の振りを採用しています。
　また、顔に白い模様を描くことは、青年団が地域
の催しとして芝居を行っていた名残で、倶知安赤坂
奴の特徴になっています。

　1980 年に継承者不足で担い手が減り、存続の危
機に陥ったことから倶知安町赤坂奴保存会が設立さ
れました。1990 年ごろに育成部会が設けられ、現
在も後継者育成に力を入れています。
　奴の練習場所は、八幡にあるようてい農業協同組
合の敷地を利用しています。今年もくっちゃんじゃ
が祭りや例大祭で倶知安赤坂奴が披露されます。

これからも続く赤坂奴を
　

赤
坂
奴
は
八
幡
神
社（
現
・

倶
知
安
神
社
）
の
初
代
社
司

と
八
幡
地
区
の
青
年
団
長
ら

が
町
で
神み
こ
し輿

行
列
に
赤
坂
奴

を
取
り
入
れ
よ
う
と
指
導
者

を
招
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

当
時
の
青
年
団
は
八
幡
地

区
の
20
代
、
30
代
の
若
者
が

集
い
、
お
祭
り
や
芝
居
な
ど

地
域
で
の
催
し
や
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
た
団
体
で
、
お
祭
り
の
際
は
事

前
に
神
社
の
境
内
を
掃
除
し
た
り
、

当
日
の
余
興
な
ど
を
担
当
し
た
り
も

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
を
受
け
た
青
年
団
が
初
め
て

神
輿
の
先
駆
を
務
め
た
の
は
昭
和
８

年
。
一
時
は
戦
争
で
中
断
さ
れ
た
も

の
の
、
八
幡
地
区
の
人
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
、
今
で
は
90
年
近
く
地
域

の
人
々
に
よ
っ
て
保
存
と
継
承
が
な

さ
れ
、
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
坂
奴
は
歴
史
あ
る
も
の
で
、
保

存
会
な
ど
の
組
織
を
整
え
る
こ
と
で

長
く
続
く
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

赤坂奴について　

倶知安赤坂奴の特徴

保存や継承について

（倶知安神社・宮司）

　今年の 7 月に倶知安赤坂奴が町の無形
文化財に指定されてから 40 周年を迎えま
す。今月号の特集では、現在まで受け継が
れてきた伝統や歴史に注目し、先人の文化
や歴史から生まれた文化財を紹介します。

受け継がれる文化と伝統受け継がれる文化と伝統

特 集
倶知安町指定文化財第 2号（無形民俗文化財）

1985（昭和 60）年 7月 1日指定

さん尾
お が た

形　智
ともまろ

麿

③調査依頼
　の回答

倶知安赤坂奴保存会
事務局次長

⑧文化財へ登録

町文化財保護調査委員会　



－ 6－－ 7－

　この天井画は、大佛寺の初代住職・斉藤忍随に
よって描かれました。多くの画家の画風を参考
にしながら独学で描かれた天井画は 178 点あり、
山水や花鳥、観音、肖像など墨絵や彩色画の幅広
い表現方法を用いています。
　天井の中央には、直径 2.9m にもなる円の中に
迫力のある筆使いで、竜に座り修行をする僧侶の
絵が描かれています。

　建物の老朽化に伴い、1994 年に行われた本堂
の全面改修では、全ての絵が取り外されました。
それまで、1914 年ごろから描かれた絵の完成月
日は不明でしたが、取り外した絵の裏に記載が
残っており、1918 年 7 月 9 日に完成したことが
判明しました。また、ほかの絵と異なり「二宮金
次郎の絵」には、2 枚の絵が張り合わされており、
1 枚目はまきを背負い書物を読んでいる姿、2 枚
目はまきに座り書物を読んでいる姿を描いた未完
成のものも発見されました。

　文化財は地域で培われてきた
文化遺産であり、その土地の人
たちによって守られてきた地域
ならではの資源です。歴史を理
解する中でとても大切なもので
あるため、私たち町民はこの長
い間守られてきた町の伝統を未
来にしっかりと残し、語り継い
でいくことが大切です。

大佛寺天井画の特徴　

大佛寺天井画について

　羊蹄太鼓は、『太鼓のロクさん』こと高田緑郎
さんが 1963 年に羊蹄山に感謝の気持ちを込め、
羊蹄山を登る人たちや山の険しさなどを太鼓で表
現した和太鼓の曲です。
　今日まで繰り返し演奏されるうちに、子どもか
ら大人まで親しまれ、「ふるさとの曲」として演
奏されるようになりました。

　羊蹄太鼓の作曲者であり奏者でもある、高田緑
郎さんは学校や施設、イベントなどさまざまな場
所で演奏活動を行い、地域の人々から親しみを込
めて『太鼓のロクさん』と呼ばれていました。
　ロクさんの言葉に「声を出して楽しく打つ、そ
れがロクさんの太鼓なんだよ」という言葉があり
ます。羊蹄太鼓では誰もが楽しく演奏できるよう
に、楽譜には音符を使わず、右手と左手の打ち方
をカタカナで表現しています。

　現在、羊蹄太鼓保存会には幅広い年齢やさまざ
まな国籍の約 50 名が所属しています。保存会の
中には『鼓

こりゅう

流』・『鼓流 Jr.』・『和
わ ご こ ろ

鼓心』・『北陽小
学校羊蹄太鼓少年団』の 4 つの団体があり、そ
れぞれが活発に活動をしています。
　ロクさんが亡くなって 15 年経った今でも羊蹄
太鼓は保存会を中心に受け継がれ、ロクさんを知
らない子どもたちにもロクさんの教えや思いが伝
えられ、演奏され続けています。
　毎年、8 月上旬に行われるくっちゃんじゃが祭
りや 10 月に行われる鼓魂東西というイベントで
羊蹄太鼓の演奏を見ることができます。

　羊蹄太鼓について

太鼓のロクさんについて

受け継がれる羊蹄太鼓

天瑞山大佛寺本堂の天井画 羊蹄太鼓

　秋田県出身の斉藤忍随は曹洞宗永平寺で仏道を
修めており、1897 年に北海道に渡り、泊村の漁
場を取りまとめていた工藤長作の家に滞在してい
ました。後に描く天井画の材料となったシナ材の
ほとんどは工藤長作からの寄贈を受けたもので
す。
　1899 年に倶知安町を訪れた斉藤は、字峠下に
約 8 坪の小屋を建て、布教を行いました。その後、
町内で数回の移転を経て、1903 年に現在の大佛
寺がある場所に説教所を設け、1915 年に大佛寺
が建立されました。

斉藤忍随について　

倶知安町指定文化財第 3号（無形民俗文化財）

1997（平成 9）年 11 月 1 日指定

倶知安町指定文化財第 1号（有形民俗文化財）

1971（昭和 46）年 3月 30 日指定
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